
 
 

 

一 

は
じ
め
に 

令
和
五
年
度
、『
寒
河
江
市
史
編
纂
叢

書
第
九
十
二
集 

三
泉
渡
辺
忠
左
衛
門

家
資
料
（
一
）
上
山
藩
下
郷
大
庄
屋
関
係

資
料
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
九

年
刊
行
の
『
山
形
県
史
料
所
在
目
録 

第

３
集
』
に
収
録
さ
れ
、
後
に
所
有
者
か
ら

寒
河
江
市
で
譲
り
受
け
た
資
料
の
一
部

で
す
。
上
山
藩
の
支
配
下
に
あ
っ
た
寒

河
江
・
河
北
の
一
部
地
域
の
生
活
の
様

子
を
解
明
す
る
貴
重
な
資
料
で
す
。 

寒
河
江
市
で
は
こ
の
市
史
編
纂
事
業

の
他
に
文
化
財
保
護
の
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

 

二 

資
料
（
古
文
書
関
係
）
の
収
集
・
保
存
・
活
用 

現
在
、寒
河
江
市
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、寄
付
・

寄
託
・
調
査
依
頼
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
資
料
専
用
保
管
施

設
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、主
に
市
立
図
書
館
内
に
保
存
で
き

て
い
る
の
は
幸
い
と
い
え
ま
す
。 

編
纂
体
制
の
設
立
に
は
歴
史
が
あ
り
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）
に
寒
河
江
町
史
の
編
纂
を
進
め
よ
う
と

「
寒
河
江
町
史
編
纂
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
昭
和

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
寒
河
江
市
が
誕
生
し
、
寒
河
江

町
史
編
纂
委
員
会
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、と
く
に
編
纂
叢

書
の
編
集
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
編
纂
叢
書
の
内
容
は
、

二
十
一
集
ま
で
は
研
究
論
文
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
二
十
二
集
（ 

最

上
記
・
寒
河
江
八
幡
神
社
資
料
・
細
小
路
契
約
帳
・
千
手

院
記
録
・
葉
山
関
係
資
料
）
か
ら
は
市
内
各
地
の
村
落
・

寺
社
・
旧
家
等
の
資
料
を
発
刊
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
「
解
読
資
料
と
解
説
」
の
構
成
で
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
寒
河
江
市
史
を
編
纂
す
る
上

で
貴
重
な
資
料
と
な
り
、
令
和
五
年
度
で
九
十
二
集
を
数

え
ま
し
た
。 

現
在
も
編
纂
室
に
資
料
を
持
参
く
だ
さ
る
方
が
お
り

ま
す
。ま
た
、資
料
に
関
す
る
相
談
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

訪
問
し
て
資
料
の
内
容
等
の
説
明
を
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
市
報
の
「
市
史
編
纂
だ
よ
り
」
や
資
料
の
展
示
等

を
開
催
し
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、ま
だ
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
資
料
の
発
見
に

結
び
つ
け
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。 

〈
特
別
寄
稿
〉 

寒
河
江
市
に
お
け
る
歴
史
資
料
の
保
存
・
活
用 

寒
河
江
市
文
化
財
保
護
委
員
会
副
委
員
長 

西
村
山
地
域
史
研
究
会 

会
長 中 

山 

秀 

子 

山形県総務部高等教育政策・学事文書課分室 県史資料室 

写
真
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こ
れ
ま
で
に
発
刊
さ
れ
た 

 
 
 
 

『
寒
河
江
市
史
編
纂
叢
書
』 
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こ
れ
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
は
い
つ
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
分
類
・
目
録
作
成
・
解
読
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 三 

地
域
の
宝
（
文
化
財
）
保
存
・
活
用 

（
一
）
歴
史
文
化
活
動
推
進
員
の
設
置 

平
成
二
十
年
度
教
育
委
員
会
の
新
規
事
業
と
し
て
「
歴

史
文
化
活
動
推
進
員
の
設
置
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

        

翌
年
の
二
月
に
歴
史
文
化
活
動
推
進
員
の
委
嘱
と
「
寒

河
江
市
に
お
け
る
歴
史
資
料
の
保
存
と
現
状
」
の
研
修
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
無
報
酬
で
任
期
は
三
年
と
し
て
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
二
十
六
人
全
員
が
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
全
地
域
と
も
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
推

進
員
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
方
が
少
な
く
な
り
は
し
な

い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

（
二
）
歴
史
文
化
活
動
推
進
員
と
の
連
携
事
業 

平
成
二
十
一
年
度
・
二
十
二
年
度
寒
河
江
市
の
清
水
・

井
戸
の
悉
皆
調
査
を
依
頼
し
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
郷
土
館
に
展
示
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
『
寒
河
江
の

清
水
や
井
戸 

図
録
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
～
二
十
五
年
に
市
内
の
念
仏
講
の
調

査
を
実
施
し
、
さ
ら
に
追
加
調
査
を
経
て
平
成
二
十
九
年

三
月
、『
寒
河
江
市
史
編
纂
叢
書
第
八
十
五
集 

寒
河
江
市

内
の
念
仏
講
資
料
』
と
し
て
発
刊
し
ま
し
た
。 

令
和
三
年
三
月
、『
図
録 

改
訂
寒
河
江
市
の
石
造
文
化

財
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
寒
河
江
市
文
化

財
調
査
報
告
書
第
一
集
『
寒
河
江
市
の
石
像
文
化
財
』
を

も
と
に
、
活
動
推
進
員
が
地
域
の
隅
々
ま
で
再
調
査
を
行

い
発
刊
し
た
図
録
で
す
。 

こ
れ
ら
の
調
査
は
数
年
間
継
続
し
て
行
う
活
動
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
地
域
の
歴
史
や
実
情
を
把
握
し
て
い
る

方
々
な
の
で
多
く
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

(

三)

地
域
の
宝
を
後
世
に
伝
え
る
取
組
み 

寒
河
江
市
に
は
国
指
定
文
化
財
、
国
登
録
文
化
財
、
県

指
定
文
化
財
、
市
指
定
文
化
財
を
合
わ
せ
る
と
二
〇
七
件

（
令
和
二
年
時
点
）
も
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
未
指
定

の
文
化
財
も
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

地
域
の
習
わ
し
や
文
化
を
伝
え
る
建
造
物
な
ど
、
現
状

を
維
持
し
て
次
世
代
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
い
う
願
い

は
、
多
く
の
人
々
が
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
価
値
観
が
多
様
で
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
保

存
・
活
用
に
は
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。 

最
近
、後
継
者
不
足
等
の
事
情
か
ら
文
化
財
の
維
持
が

困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
対
策
に
努
力
し
た
例
を

紹
介
し
、
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

① 

日
田
地
区
の
波
除
地
蔵
堂
と
本
尊 

波
除
地
蔵
堂
は
『
西
根
村
史
談
』
に
よ
る
と
、「
…
日

田
村
の
東
南
天
童
街
道
の
側
で
、
九
〇
米
の
河
岸
段
丘
に

に
あ
る
。（
中
略
）
最
上
川
方
面
の
代
表
的
な
水
除
信
仰

の
対
象
と
と
な
っ
た
お
堂
で
す
。（
略
）」と
あ
り
ま
す
が
、

波
除
堂
が
い
つ
頃
建
立
さ
れ
た
か
は
不
明
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
最
上
川
は
東
方
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
て
流
れ
る
ま
で
に
移
動
し
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
々

は
、
ず
っ
と
年
一
度
は
波
除
堂
の
祭
礼
を
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
蔵
堂
が
諸
事
情
か
ら
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。 

 

活
動
推
進
員
か
ら
取
り
壊
し
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
た

の
は
取
り
壊
し
前
日
の
夕
方
で
し
た
。
以
前
か
ら
取
り
壊

し
の
話
は
あ
り
、
準
備
は
進
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
安
置

さ
れ
て
い
る
地
蔵
尊

は
た
だ
の
石
と
し
て

処
分
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
地

蔵
尊
だ
け
で
も
保
存

で
き
な
い
か
と
思
い
、

処
分
を
一
日
だ
け
伸

ば
し
て
ほ
し
い
と
業

者
に
お
願
い
し
、
了

承
を
得
ま
し
た
。 

日
田
の
高
音
寺
住

職
さ
ん
を
介
し
て
、

日
田
共
同
墓
地
の
代

 

設
置 

第
一
条 

市
史
の
編
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
文
化
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
さ
ら

な
る
歴
史
文
化
資
料
の
収
集
や
解
明
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
近

年
散
逸
や
喪
失
の
危
機
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
収
集
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
寒
河
江
市
教
育
委
員
会
に
歴
史
文
化
活
動
推
進
員
を
置
く
。 

（「
寒
河
江
市
歴
史
文
化
活
動
推
進
員
設
置
要
綱
」
よ
り
抜
粋
） 

写
真
２ 

移
設
さ
れ
た
波
除
地
蔵 

２ 



表
の
方
と
相
談
し
、
墓
地
の
一
角
に
安
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
四
躯
の
地
蔵
尊
は
共
同
墓
地
に
鎮
座
し

て
村
人
の
安
寧
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

四
躯
の
地
蔵
尊
は
中
央
に
波
除
地
蔵
、
嘉
永
五
年
（
一

八
五
二
）
の
年
号
と
世
話
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
あ
り
ま

し
た
。
向
か
っ
て
左
の
子
持
地
蔵
は
寛
政
九
年
（
一
七
九

七
）
造
立
、
向
か
っ
て
右
の
安
全
地
蔵
と
も
う
一
つ
の
古

い
地
蔵
に
年
号
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
堂
が
解
体
さ
れ
る
と
、

そ
こ
に
地
蔵
堂
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
人
々
の
記
憶
か
ら

消
え
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

② 

君
田
町
の
船
着
観
音
堂 

 

永
く
村
の
鎮
守
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
船
着

観
音
堂
。
後
継
者
の
問
題
か
ら
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
む
か
し
西
根
と
東
根
を
結
ぶ
船
着
場
が
あ
り
、
湖

上
を
舟
が
行
き
来
し
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
室
町
時
代
に

は
大
江
家
七
代
の
子

孫
元
春
が
住
ん
で
い

た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
観
音
堂
を
、
何
と

か
維
持
で
き
な
い
か

と
奮
闘
な
さ
っ
た

方
々
も
お
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
隣
接
す
る

現
福
寺
の
住
職
は
活

動
推
進
員
で
あ
り
、

観
音
堂
を
通
し
交
流

が
あ
っ
た
東
北
芸
術

工
科
大
学
の
先
生
方
と
保
存
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
の
研
究
建
築
物
と
し
て
活
か
す
こ
と
に
な

り
、
全
て
手
作
業
で
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
建

築
材
料
は
大
学
に
保
管
し
、
将
来
再
建
築
す
る
よ
う
に
ま

と
ま
り
ま
し
た
。 

船
着
観
音
堂
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
人
々
の
願

い
と
建
築
技
術
は
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。本
尊
や
什
物
な
ど
の
保
管
に
つ
い
て
は
地
続

き
の
現
福
寺
に
一
時
預
か
り
と
し
て
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
檀
家
の
方
々
の
応
援
・
協
力
も
あ
り
ま
し
た
。 

③ 

本
楯
の
大
島
稲
荷
神
社
（
堤
防
稲
荷
） 

最
上
川
は
幾
度
と
な
く
流
路
を
変
え
た
こ
と
が
古
絵

図
か
ら
見
て
取
れ
ま
す
。
人
々
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
流
路

を
ま
っ
す
ぐ
に
掘
り

変
え
た
り
、
水
勢
の

強
い
所
に
杭
を
打
っ

た
り
、
堤
防
を
構
築

し
た
り
し
て
水
害
を

防
ぎ
ま
し
た
。
天
保

年
間
、
豪
雨
の
た
び

に
破
堤
に
苦
し
ん
だ

本
楯
の
人
々
は
堤
防

に
稲
荷
を
祀
っ
て
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

毎
年
九
月
一
日
に
は

祭
が
行
わ
れ
賑
わ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
元

は
堤
防
の
近
く
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、現
在
は
畑
の
中

に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。 

活
動
推
進
員
の
方
は
、倒
れ
掛
か
っ
て
い
る
鳥
居
な
ど

の
現
状
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
お
堂
の
中
に
昭
和
三
十

四
年
（
一
九
五
九
）
の
大
鳥
居
建
立
寄
付
芳
名
板
が
あ
り

四
名
の
別
当
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
、別
当
の
方
に
現
状
を
説
明
し
一
緒
に
対
策
を

考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
寒
河
江
八
幡
宮
内
の
稲
荷
神

社
に
遷
座
・
合
祀
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
五
年

十
一
月
四
日
、
八
幡
宮
の
祭
司
に
現
地
に
赴
い
て
い
た
だ

き
、
別
当
一
同
祭
礼
を
行
っ
た
後
、
寒
河
江
八
幡
宮
に
赴

き
遷
座
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
そ

の
旨
を
回
覧
板
で
報
告
し
ま
し
た
。 

社
殿
や
什
物
な
ど
は
本
楯
の
寺
、
満
福
寺
に
一
時
預
か

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

四 

む
す
び
に 

寒
河
江
市
で
は
令
和
五
年
一
月
、『
寒
河
江
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
』
を
発
刊
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て

運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
で
は
、
多
く
の

市
民
が
寒
河
江
の
歴
史
に
関
心
を
持
ち
、次
の
世
代
に
何

を
ど
の
よ
う
に
バ
ト
ン
を
渡
す
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す

加
速
し
ま
す
。
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
保
存
と
記
録
に
つ
い

て
、
様
々
な
立
場
か
ら
知
恵
を
出
し
合
い
、
後
世
の
人
が

先
人
の
生
き
ざ
ま
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

 

写
真
３ 

 

解
体
さ
れ
る
船
着
観
音
堂 

写
真
４ 
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一 

成
沢
村
と
佐
倉
藩 

 

村
山
郡
成
沢
村
（
現
、
山
形
市
）
は
、
城
下
町
山
形
の

南
に
位
置
し
、
龍
山
へ
の
上
り
口
に
あ
た
り
ま
す
。
村
の

西
側
を
須
川
が
北
上
し
て
い
ま
す
が
、
蔵
王
の
鉱
毒
に
汚

染
さ
れ
て
い
る
た
め
、
農
業
用
水
に
は
西
蔵
王
山
麓
の
沼

を
利
用
す
る
な
ど
、
水
の
確
保
に
苦
労
し
た
村
で
す
。
写

真
１
は
江
戸
時
代
後
期
の
村
絵
図
の
一
部
で
す
が
、
成
沢

村
は
か
つ
て
の
成
沢
城
を
囲
む
よ
う
に
街
道
沿
い
に
家

並
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
成
沢
村
は
、
最
上
氏
領
か
ら
元
和
八
年

（
一
六
二
二
）
に
山
形
藩
領
と
な
り
、
延
享
三
年
（
一
七

四
六
）
に
は
下
総
佐
倉
藩
（
現
、
千
葉
県
）
領
、
寛
延
二

年
（
一
七
四
九
）
に
下
野
宇
都
宮
藩
（
現
、
栃
木
県
）
領
、

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
再
び
佐
倉
藩
領
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
に
幕
府
預
地
と
な
っ
た
後
、
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
に
は
三
た
び
佐
倉
藩
領
と
な
り
、
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
に
山
形
県
管
轄
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
お
よ
そ
一
〇
〇
年
間
が
下
総
佐
倉
藩
の
領
地
だ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
佐
倉
藩
の
領
主
堀
田
氏
は
延
享
三
年

以
前
に
二
度
山
形
城
主
に
な
っ
て
お
り
、佐
倉
転
封
後
に

村
山
郡
に
飛
地
領
四
万
石
余
を
与
え
ら
れ
て
、幕
末
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、佐
倉
藩
羽
州
領
の
支
配
は
、

柏
倉
（
現
、
山
形
市
）
に
あ
る
陣
屋
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
一
方
、
成
沢
村
は
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

の
「
寅
御
年
貢
可
納
免
定
」
に
よ
れ
ば
、
村
高
が
一
七
三

三
石
一
斗
七
升
三
合
四
夕
五
才
で
、年
貢
は
五
〇
一
石
余

で
し
た
。
村
高
は
近
隣
で
は
大
き
い
方
で
、
実
際
の
村
支

配
は
上
組
と
下
組
に
分
け
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

二 

捨
子
養
育
一
件
の
発
生 

 

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
十
二
日
、
成
沢
村
で
捨

子
が
見
つ
か
り
、
翌
十
三
日
、
柏
倉
役
所
の
代
官
手
代
大

沢
金
之
丞
と
吉
橋
宇
三
郎
宛
て
に
、「
見
付
人
」・「
扱
人
」・

村
役
人
一
同
か
ら
「
御
見
分
之
覚
」
と
、
村
役
人
一
同
に

よ
る「
差
上
申
一
札
之
事
」が
提
出
さ
れ
ま
し
た（
以
下
、

断
り
の
無
い
限
り
「
成
沢
文
書
」
成
沢
公
民
館
所
蔵
）。

さ
ら
に
、
同
日
付
け
で
、「
見
付
人
」・「
扱
人
」・
五
人
組

惣
代
・
村
役
人
一
同
か
ら
、
各
様
御
見
分
の
際
に
始
末
を

尋
ね
ら
れ
た
こ
と
へ
の
返
答
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

捨
子
は
、「
出
生
後
七
八
十
日
程
ニ
相
見
得
候
」
女
の

子
で
、成
沢
村
南
部
の
村
は
ず
れ
よ
り
一
〇
間
ほ
ど
左
の

方
の
供
養
石
前
の
堰
端
に
二
つ
あ
る
石
の
間
に
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
十
二
日
の
「
暁
七
ツ
時
頃
」、
林
助
が

幼
子
の
泣
き
声
を
聞
き
つ
け
、向
こ
う
隣
の
善
八
を
呼
び

佐
倉
藩
羽
州
領
に
お
け
る 

捨
子
養
育
一
件 

山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
副
会
長 

山 

内 
 

 

励 
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起
こ
し
て
と
も
に
行
っ
て
み
る
と
、
捨
子
が
い
た
の
で
、

名
主
九
郎
右
衛
門
へ
知
ら
せ
、
村
役
人
ら
を
呼
び
集
め
て

見
届
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

林
助
は
当
年
四
〇
歳
で
持
高
四
四
石
八
斗
五
升
余
の

家
内
八
人
暮
ら
し
、
善
八
は
当
年
四
七
歳
で
持
高
二
石
一

斗
二
升
余
の
家
内
二
人
暮
ら
し
の
百
姓
で
す
。
ま
た
、
村

役
人
は
、
名
主
九
郎
右
衛
門
・
庄
次
郎
、
組
頭
喜
平
・
清

左
衛
門
・
庄
六
・
長
兵
衛
、
百
姓
代
小
三
郎
・
三
右
衛
門

で
す
。 

発
見
さ
れ
た
時
の
女
の
子
の
様
子
は
、
「
継
々
木
綿

継
々
し
め
し
を
当
テ
、
鼠
地
ニ
麻
縞し

ま

は
き
合
縁
黒
絽ろ

古

頭
巾
を
冠
せ
捨
置
申
候
、
泣な

き

労つ
か

れ
候
様
子
目
も
は
れ
、

難
捨
置
不
便

ふ
び
ん

之
事
ニ
存
」
と
あ
り
、
継
ぎ
当
て
の
衣
類
を

身
に
着
け
、
泣
き
疲
れ
目
も
は
れ
て
、
捨
て
置
け
な
い
か

わ
い
そ
う
な
状
態
で
、
同
情
を
引
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
年
五
月
に
三
歳
の
子
が
死
去
し
て
以
後
、
乳

の
出
も
細
く
な
っ
て
は
い
た
が
、
平
日
に
は
充
分
く
ら
い

な
の
で
、
清
七
女
房
に
養
育
を
頼
む
こ
と
に
し
ま
す
。
清

七
は
当
年
四
一
歳
の
無
高
百
姓
で
す
。 

ま
た
、
捨
子
を
し
た
者
が
村
内
に
関
係
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
手
配
し
て
、
近
隣
の
村
々
ま
で
尋
ね
た
も
の

の
、
疑
わ
し
い
者
は
見
つ
か
ら
ず
、
一
般
の
小
前
に
も
尋

ね
て
み
ま
し
た
が
、
見
知
り
の
者
は
な
く
、
怪
し
い
と
い

う
風
聞
を
見
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
た

な
く
、
関
係
者
や
村
役
人
ら
は
、
万
事
気
を
付
け
て
大
切

に
養
育
し
、
病
気
や
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

届
け
る
こ
と
に
し
て
、
成
沢
村
の
捨
子
養
育
が
続
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

三 

捨
子
の
死
去
と
一
件
の
終
焉 

 

成
沢
村
が
養
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
捨
子
は
、
そ
の
後
、

清
七
女
房
で
は
乳
不
足
と
な
り
、
八
月
中
に
は
勘
左
衛
門

悴
せ
が
れ

庄
助
女
房
に
養
育
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
庄
助
女
房
に
は
三
歳
の
乳
飲
み
子
が
い
ま
し
た
が
、

乳
が
た
く
さ
ん
出
る
と
い
う
こ
と
で
頼
ま
れ
、朝
夕
大
切

に
取
り
扱
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
捨
子
の
女
の
子
は
、
年
が
明
け
た
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）一
月
三
日
朝
か
ら
、少
々
不
快
な
様
子
で
、

乳
を
や
っ
て
も
元
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
た
の
で
、村
役

人
に
伝
え
て
、
医
師
の
玄げ

ん

鴻こ
う

に
容
体
を
見
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
服
薬
さ
せ
て
大
切
に
介
抱
し
て
、

そ
の
旨
を
役
所
に
届
け
ま
す
が
、
同
月
七
日
朝
五
つ
時
こ

ろ
に
病
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

医
師
玄
鴻
が
正
月
八
日
に
大
沢
金
之
丞
と
館
脇
嘉
七

宛
て
に
提
出
し
た
「
脈
容
躰
言
之
事
」（
写
真
２
）
に
よ

れ
ば
、
三
日
に
使
い
が
来
て
行
っ
て
み
た
時
は
、
脈
や
容

体
を
尋
ね
た
が
、
風
邪
の
様
子
で
、
悪
寒
と
熱
気
が
あ
る

が
さ
ほ
ど
の
病
症
で
も
な
い
の
で
、「
柴さ

い

胡こ

か
桂け

い

枝し

湯
」

を
用
い
て
、
そ
の
後
時
々
見
廻
り
を
し
た
が
、
別
に
変
わ

り
も
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
七
日
に
急
に

塞
ぎ
込
ん
だ
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
、す
ぐ
に
行
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、「
驚

風

き
ょ
う
ふ
う

」（
漢
方
で
小
児
の
脳
髄
膜
炎
様
の
症

状
）に
見
え
、気
付
け
薬
を
用
い
た
が
薬
の
効
果
は
な
く
、

ま
も
な
く
五
つ
時
こ
ろ
に
死
去
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

捨
子
預
り
人
と
村
役
人
が
提
出
し
た
「
死
骸
御
見
分
之

覚
」
に
は
、
病
死
し
て
い
た
時
の
様
子
は
、
茣
蓙

ご

ざ

を
敷
い

て
、
木
綿
絞
の
綿
入
れ
を
掛
け
て
古
襦
袢
を
着
て
炬
燵
脇

に
い
た
と
の
こ
と
で
、頭
の
左
小
鬢

こ
び
ん

に
少
々
吹
き
出
物
が

す
れ
た
と
こ
ろ
が
一
ヵ
所
あ
っ
た
こ
と
が
、
但
し
書
き
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
年
十
二
月
二
十
日

こ
ろ
か
ら
、少
し
頭
に
吹
き
出
物
が
出
て
し
だ
い
に
治
っ

た
が
、左
小
鬢
の
と
こ
ろ
は
蒲
団
に
す
れ
て
は
が
れ
た
も

の
で
、服
毒
ゆ
え
に
さ
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
の
医
師

の
話
で
、
乳
も
か
な
り
呑
み
与
え
て
い
た
の
に
、
急
な
こ

と
で
残
念
で
あ
る
と
、
別
の
返
答
書
に
記
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、村
役
人
か
ら
提
出
さ
れ
た「
差
上
申
御
受
書
之
事
」

 

写真２ 「脈容躰言之事」弘化三年正月八日 
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に
よ
れ
ば
、
病
死
を
訴
え
た
こ
と
で
御
検
使
が
や
っ
て
来

て
、
見
分
を
済
ま
せ
て
引
き
取
っ
た
後
、
村
役
人
ら
が
呼

び
出
さ
れ
て
、
死
骸
を
葬
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
村

内
の
広
谷
寺
墓
地
に
埋
葬
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。 

 

四 

捨
子
養
育
一
件
の
背
景 

 

佐
倉
藩
の
本
領
で
は
、
古
く
か
ら
惣
領
の
子
だ
け
養
い

育
て
、
そ
れ
以
外
は
堕
胎
す
る
か
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
に
圧

殺
す
る
間
引
き
の
習
俗
が
あ
り
、
藩
主
堀
田

ほ
っ
た

正
睦

ま
さ
よ
し

は
、

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
二
月
、
領
内
に
「
子
育
教
諭
」

の
直
書
を
発
し
て
、
間
引
き
を
戒
め
て
旧
弊
を
一
掃
し
よ

う
と
し
ま
す
（『
佐
倉
市
史
』
巻
二
、
佐
倉
市
、
昭
和
四

十
八
年
）。
こ
の
直
書
は
、
か
な
交
じ
り
文
に
し
て
村
々

名
主
へ
渡
さ
れ
、
村
民
に
読
み
聞
か
せ
ま
し
た
が
、
飛
地

で
あ
る
羽
州
領
に
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
四
月

に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

在
中
に
て
胎
内
の
子
を
お
ろ
し
、
う
ぶ
子
を
つ
ぶ
す
事

有
之
由
、
鳥
獣
さ
へ
子
を
か
わ
ゆ
が
り
、
お
の
が
命
を

と
ら
る
ゝ
ま
で
も
、
子
を
う
ば
わ
れ
じ
と
す
る
も
の
な

る
に
、
ま
し
て
や
人
と
し
て
子
の
か
わ
ゆ
く
な
き
事
は

あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、
全
田
畑
か
せ
ぎ
の
さ
ま
た
げ
を
い

と
ゐ
、
貧
し
き
ニ
か
ま
け
て
の
わ
ざ
な
る
べ
し
、
ま
れ

に
子
な
き
人
い
か
程
ほ
し
く
思
ひ
て
も
、
金
銭
に
て
か

わ
れ
ぬ
も
の
也
、
そ
れ
に
親
の
手
づ
か
ら
殺
す
事
、
鳥

け
だ
も
の
に
も
お
と
り
た
る
わ
ざ
に
て
、
右
様
之
事
い

た
す
人
ハ
、
神
彿
も
深
く
に
く
み
た
ま
い
、
天
の
咎
も

ま
の
あ
た
り
に
て
、
其
家
に
よ
き
事
ハ
来
ら
ず
、
終
に

ハ
ま
す
〱
こ
ん
き
ふ
す
る
な
り
、
此
道
理
を
よ
く
わ
き

ま
へ
、
此
後
我
等
領
内
に
て
子
を
こ
ろ
し
つ
ぶ
す
事
、

決
而
い
た
す
ま
じ
く
候
（『
東
村
山
郡
史
』
巻
之
五
、

東
村
山
郡
役
所
、
大
正
八
年
、
濁
点
補
填
） 

（
堕
胎
や
間
引
き
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
鳥
獣
で
さ
え
命

を
か
け
て
子
を
奪
わ
れ
ま
い
と
す
る
の
に
、
貧
し
さ
か
ら
で

は
あ
ろ
う
が
、
親
自
ら
の
手
で
子
を
殺
す
こ
と
は
、
鳥
獣
に

も
劣
る
行
為
で
、
天
罰
が
下
り
、
ま
す
ま
す
困
窮
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
道
理
を
わ
き
ま
え
、
領
内
で
は
子
殺
し
は
け

っ
し
て
し
な
い
よ
う
に
。） 

こ
れ
よ
り
先
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
正
月
、
藩
庁

で
は
、子
育
に
関
す
る
存
念
書
を
差
し
出
す
よ
う
指
示
が

あ
り
、郡
方
手
代
山
崎
由
良
治
の
意
見
が
全
面
的
に
採
用

さ
れ
、
制
度
・
組
織
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
由
良
治
は
、
子

育
の
た
め
講
を
設
け
、そ
の
基
金
の
利
子
を
子
育
の
た
め

に
支
給
し
よ
う
と
の
考
え
を
提
案
し
、
こ
れ
を
陰
徳
講
と

名
づ
け
ま
し
た
。
こ
の
陰
徳
講
は
、「
子
育
教
諭
」
と
と

も
に
領
内
に
広
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
基
金
の

う
ち
千
両
は
藩
か
ら
出
し
、他
は
領
内
篤
志
家
か
ら
金
一

分
以
上
を
募
り
、
両
者
の
利
子
を
も
っ
て
運
営
し
、
領
内

百
姓
か
ら
の
元
金
は
二
〇
ヵ
年
後
に
皆
返
済
さ
せ
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。 

本
領
で
は
、
子
育
世
話
役
を
村
ご
と
に
派
遣
し
、
子
育

掛
を
廻
村
さ
せ
て
徹
底
を
は
か
り
、陰
徳
講
加
入
を
う
な

が
し
、
講
金
の
貸
付
が
な
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
本
領
実
施

か
ら
二
年
後
、
羽
州
領
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、
柏
倉

陣
屋
配
下
の
陰
徳
講
は
、
五
〇
〇
両
を
上
か
ら
出
金
し
て

一
割
の
利
息
で
貸
し
付
け
て
、五
〇
両
ず
つ
子
育
入
用
に

す
る
こ
と
、
領
内
か
ら
金
一
分
以
上
、
望
み
次
第
加
入
さ

せ
る
こ
と
、
一
〇
年
後
に
は
半
金
、
二
〇
年
後
に
は
皆
返

金
さ
せ
る
こ
と
な
ど
と
い
う
も
の
で
し
た
。
実
際
の
講
の

運
用
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
飛
地
領
内
に
も
佐
倉
藩

の
子
育
政
策
が
浸
透
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
な
お
、
こ

の
子
育
政
策
も
あ
っ
て
、
佐
倉
藩
領
で
は
天
保
期
以
降
人

口
が
増
加
し
て
農
村
安
定
が
見
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

う
し
た
背
景
の
中
で
発
生
し
た
成
沢
村
の
捨
子
養

育
一
件
は
、
陣
屋
や
村
に
と
っ
て
は
「
子
育
教
諭
」
の
浸

透
を
示
す
極
め
て
大
切
な
場
面
で
し
た
。村
役
人
が
総
が

か
り
と
な
り
、
見
ず
知
ら
ず
の
幼
子
の
た
め
に
医
師
を
宛

て
、
捨
子
発
見
か
ら
埋
葬
ま
で
手
落
ち
な
く
進
め
よ
う
と

必
死
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
大
飢
饉
直
後
の
天
保
五

年
三
月「
困
窮
人
飢
夫
食
取
調
小
前
書
上
帳
」（
成
沢
村
）

に
は
、「
喰
料
」
が
必
要
な
「
可
成

か
な
り

之
者
」
が
上
・
下
組

計
五
三
名
、「
困
窮
之
者
」
が
五
二
九
名
と
あ
り
ま
す
。

自
ら
の
命
や
生
活
を
守
る
こ
と
も
大
変
な
中
、村
人
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
捨
子
を
見
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
養
育
費
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
一
件
は
そ
の
後
に
何
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。た
っ
た
一
人
の

幼
子
の
死
に
は
、時
代
を
語
る
深
い
も
の
が
あ
り
そ
う
で

す
。 

 

６ 



      

一 

は
じ
め
に 

県
史
だ
よ
り
第
二
十
四
号
に
お
い
て
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
に
山
形
県
が
刊
行
し
た
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念

物
調
査
報
告 

』
第
一
輯
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

国
や
県
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
県
内
各
地
で
記
念

の
標
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。昭
和
二
年（
一
九
二
七
）

に
は
、県
の「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
施
行
細
則
」

が
改
正
さ
れ
、
標
石
碑
建
立
に
あ
た
っ
て
は
県
の
補
助
が

付
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
さ
ら

に
多
く
の
標
石
碑
が
建
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
史

跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
標
石
碑
を
紹
介
し
、
現
在
の
様
子

な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

二 

山
形
県
内
に
残
る
標
石
碑 

 

具
体
的
な
事
例
と
し
て
次
の
三
か
所
の
標
石
碑
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。 

（
一
）
名
勝 

千
歳
山 

千
歳
山
は
山
形
市
東
部
に
位
置
し
、
全
山
緑
の
松
に
お

お
わ
れ
た
秀
麗
な
山
容
を
し
て
い
ま
す
。
千
歳
と
は
長
く

縁
起
が
い
い
こ
と
を
意
味
し
、
阿
古
耶
姫
や
斯
波
兼
頼
に

よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
と
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

園
の
案
内
板
に
は
、
江
戸
時
代
の
寛
文
十
二
年
（
一
六
七

二
年
）、
山
形
城
主
で
あ
っ
た
奥
平

お
く
だ
い
ら

昌 ま
さ

章 あ
き

公
が
、
山
形
城

下
の
護
り
と
し
て
、
千
歳
山
の
麓
に
「
千
歳
山
大
佛
」
と

呼
ば
れ
た
巨
大
な
釈
迦
仏
を
納
め
る
大
仏
殿
を
造
立
し

た
こ
と
、
明
治
時
代
初
期
に
は
県
令
三
島
通
庸
の
発
案
に

よ
り
、県
都
整
備
の
一
環
と
し
て
、行
楽
の
場「
偕
楽
園
」

が
造
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
信
仰

と
物
見
遊
山
の
所
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

標
石
碑
は
、
こ
の
千
歳
山
麓
の
公
園
地
内
に
立
ち
、
正

面
に
は
「
名
勝 

千
歳
山
」、
側
面
に
は
「
昭
和
二
年
五

月
建
立 

山
形
縣
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

（
二
）
史
跡 

河
村
瑞
賢
庫
址 

 

河
村

か
わ
む
ら

瑞 ず
い

賢
庫

け
ん
ぐ
ら

は
、現
在
の
日
和
山
公
園
に
あ
り
ま
し
た
。

河
村
瑞
賢
像
が
見
下
ろ
し
て
い
る
広
場
や
駐
車
場
が
、
瑞

賢
庫
敷
地
に
当
た
り
ま
す
。寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）、

幕
府
の
命
を
受
け
た
河
村
瑞
賢
が
出
羽
幕
府
領
の
米
置

場
（
倉
庫
）
を
最
上
川
の
河
口
に
設
け
た
こ
と
で
「
瑞
賢

庫
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
御
米
置
場
の
広
さ
は
、
東
西
は

一
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
で
八
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
。
山
形
・
庄
内
の
米
は
最
上
川
舟
運
を
利
用
し
酒
田

の
米
置
場
（
瑞
賢
庫
）
に
集
め
ら
れ
、
西
廻
り
航
路
を
通

り
大
阪
・
江
戸
へ
と
運
ば
れ
ま
し
た
。
物
流
の
大
動
脈
と

な
り
、
酒
田
湊
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

 

 

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
の
標
石
碑 
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瑞
賢
庫
の
あ
っ
た
日
和
山
は
、
明
治
六
年(

一
八
七
三)

の
太
政
官
布
告
に
よ
り
公
園
地
と
な
り
、
同
十
四
年(

一

八
八
一)
に
は
明
治
天
皇
巡
幸
地
に
な
っ
た
こ
と
で
大
規

模
な
造
成
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
瑞
賢
庫
の

場
所
も
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
明
治

二
十
三
年(

一
八
九
〇)
に｢

日
和
山
公
園｣

と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。 

 

瑞
賢
庫
址
は
、
歴
史
的
に
貴
重
な
史
跡
で
あ
る
こ
と
か

ら
昭
和
の
初
め
頃
に
「
河
村
瑞
賢
庫
址
」
の
標
石
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
今
あ
る
の
は
、
そ
の
後
新
し
く
建
て
替

え
ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
標
石
碑
は
八
個
の

石
材
が
セ
ッ
ト
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
上
部
か
ら
見
る

と
「
米
」
の
字
を
か
た
ど
っ
て
い
ま
す
。 

（
三
）
天
然
記
念
物 

大
ケ
ヤ
キ 

東
根
の
大
ケ
ヤ
キ
は
東
根
市
立
東
根
小
学
校
の
校
庭

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
こ
は
南
北
朝
時
代
の
正

平
の
頃
に
、
小
田
島
長
義
が
築
い
た
東
根
城
の
本
丸
跡
に

あ
た
り
、小
高
い
丘
の
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。以
前
は
、

雌
槻
・
雄
槻
の
二
株
の
大
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
雄

槻
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
枯
死
し
残
さ
れ
た
雌

槻
が
今
の
大
ケ
ヤ
キ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

土
際
の
周
り
は
約
二
四
メ
ー
ト
ル
に
及
び
錯
綜
し
た

根
部
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
上
部
の
幹
周
り
は
約
十
二
メ

ー
ト
ル
で
西
側
の
枝
が
や
や
直
上
し
て
繁
茂
し
、
高
さ
約

二
八
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
。
幹
の
中
心
部
は
一
大
空
洞

で
、
南
北
に
開
口
し
て
通
り
抜
け
で
き
ま
す
。
大
正
十
五

年
（
一
九
二
六
）
十
月
二
十
日
に
天
然
記
念
物
の
指
定
を

受
け
、
更
に
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
九
月
十
一
日

に
特
別
天
然
記
念
物
と
な
り
ま
し
た
。
正
面
脇
に
、
国
の

天
然
記
念
物
指
定
を
受
け
て
大
き
な
標
石
碑
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
標
石
碑
に
は
「
内
務
省
指
定
」・「
大
正
十
五

年
十
月
二
十
日
」・「
山
形
県
知
事
武
井

た

け

い

群
嗣

ぐ

ん

じ 

書
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
が
約
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

石
碑
で
す
が
、
大
ケ
ヤ
キ
の
前
で
は
小
さ
く
見
え
ま
す
。 

毎
年
、
東
根
小
学
校
と
地
元
の
協
力
に
よ
っ
て
、
樹
勢

回
復
と
地
域
の
守
護
を
祈
念
し
横
綱
の
設
置
や
周
辺
の

環
境
整
備
が
行
わ
れ
、
名
木
の
保
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

三 

標
石
碑
が
伝
え
る
「
山
形
の
宝
」 

山
形
県
に
は
、
地
域
の
人
々
が
守
り
伝
え
て
き
た
歴
史

や
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
山
形
の

宝
」
と
言
え
る
も
の
を
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
指
定
し
、

特
に
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。今
回
紹
介
し
た
標
石
碑
の

そ
ば
に
は
説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

指
定
さ
れ
た
経
緯
や
地
域
の
人
々
に
よ
る
保
護
活
動
な

ど
が
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。 

標
石
碑
は
単
な
る
表
示
で
は
な
く
、後
世
大
切
に
守
り

伝
え
て
い
く
と
い
う
人
々
の
思
い
や
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ

「
山
形
の
宝
」
を
守
り
伝
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
、

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

山 

形 

県 
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